
緩行性肥料を用いた水稲栽培に関する研究②新潟大学農学部附属農場塚野治夫･荒木肇1
. E) 的

当所適農場 では､ 省力技術による低 コ ス トの 安定稲
作と環境空農業をめぎ して い る｡ なか でも､ 肥培管理

にお い ては ､ 肥劾粥希望の破邪巴科 の 利用を考えて き

た . 被蝶肥料は窒素成分 の溶出が地温に 比例して 緩や

か に 持続する こ
.

と か ら､ 硬度障害も出にく い とされ て

い る｡ そこ で､ 稲作にお い て
､

｢追肥省
,

略｣ 塑c) 施肥

様式を考えた o 本拭幾は各種 L P コ ー トを首巻に全量
施肥する育苗法を用 い る こ と により､ 移植後の 栽培管
理で追肥棒藻は省略可能と考え

､ 稲作を基幹産業とす
るIIL 睦地 域 に お い て 根効性肥料の 利用 の 可能性を検討

する｡

2
.

銑教材料及 び方法

就執 は本学附属農場 の灰色低地 ( 埴土) の水田 で行
っ た o 供武品種ほ コ シ ヒ カリを用ゝ､ た｡ 酋特 に 用 い た

L P 肥料はLP l 00
･ LPSIOO ､ およぴLPSSIOO で

､ それぞれ

1 箱当り52 1 . 7 g を､ 郭テ元肥に準じた10 a当り汚-

4 . 8kg

で23 掛 こ均 一 混和したo 播種は 4 月 5 日に行 い
､ 無加

温育苗方式 の3 4 日苗と した｡

移植方法は乗用 田填え機(ヤンマう乗数) を用 い て
､

5 月
9 日に待 っ た ｡

試験 区はl _ PIOO 区 ･ LP S l(氾区
･ I .P SS 100 区 ･ 硫安区 .

無肥料区 ･ 憤行区を設 けた
. (蓑1

1 榊)

表
- l

3 . 結果

く1) 媒効肥料の N 溶出

図 - 1 に本学農学部土壌学教室の解析毒こよる､ 各巻
LP コ ー

ト の 窒素溶出 パ タ
ー

ン の 予測値を示した
o

新通 に おける地温デ
ー

タ
ー を元 に作成され て お ウ

､

本試験 の 成練に大きな係ゎウを持 つ と考えて い る ｡

播種は 4 月 5 日 で
, 地豊潤定は 4 月1∋El より行 っ た

そ の 結果､ LPl 00 タイプ の 予測値は 4 月13 日 に溶出率

i . 3 % の 肥効発現を示 した ｡ 以降､ 26 日後 の 移植時 で

27 . 3 % ､ 78 日複の 最高分げ つ 期 で55 _ 5 %
'

､ 出穂18 日前
に当る10O L

:

1 後で66 . 5 % ､ 収樺時期 に 近 い 9 月11 日は

1 52 日 日 に当 ,) . 予測溶出宰は87 . 9 % で あ っ

･

rL:
｡
L PS S は

L Pl(氾 に 比 べ て 肥効発現はⅦ日ほ ど遅く 7 月1 1 日 より

始ま っ たと予測されるo しかし
､ そ の 後 の 溶出速度は

早く､ 肥効発現後30 日でおよそ50 % の 予漸客出率 で
､

生育時期は出篭期であ っ たo そして , 収種籾 の 9 月11

日ま で の6う日後で71 . ヨ% の 予測溶出率であ っ た｡

LPl u) は地温2O ℃前後でも溶出するの に対して LPSS ほ

25 ℃前後で溶出が進む こ とが伺える｡ LPSl 00 li基礎的
デ

ー

タ
ー

の 不足か ら参考鐘なが ら図に 示したもの であ
るが

､ 月巴効発環は 6 月10 日前後と予想され,
9 月11 日

でiまL P100 に近 い 数値を示した.

( 2) 前質及 び生育草丈 の 推移
移植時 の 酋質調査結果を衷

-

2 に 示 した｡ 何行苗は

t 亡 放漫( 也/le a )f 1ソ 飲隻( 也/10 a)f 1ヲ 射1
t

/A(kg/ 10 a)

L P 1 α) 柑瀬棚(23#) 4 . 8 0 4 . 8

LPS lO O N 4 . 8 0 4 . 8

L 悦 l 軸 # 4 . 8 0 4 . 8

E一■ヨ 粥糾 4 . 8 0 4 . 8

三.. .
≡■ ;

I 行

0

蜘昔土*( l2 Ⅹ) 4 . 8

0

牡持2号( 15‡) 2 ー 5

0

7 . ヨ

施肥法は各棟 L P 月巴料区が元肥全量育苗箱施用で行

っ た の に対 して 硫安区ほ水田耕起訴 ( 移植前15 日) に

10 a 当 り河 -

4 . 8 kg を散布し､ 追肥iま
-

切符わなか っ た｡

現行区ほ元肥と して添加菅土安(12 -

18
-

16) を河も8 也､

穂肥 と して穂肥特 2 号( 15
- 0 -

15) を 7 月2ヨ日とヨ0 日に

分施放で2 . 5 k 名を施用 した｡

調査は l 区10 株 ･ 3 反復で草丈と茎数 の 生育調査を

行 い
, 葉色はタロ叩イルト(ミルタSP 瓜ト5O2) で測定した｡ さ

ら に
､

試験 漸場 の 地温測定も期間やに お い て 行 っ た｡

収横は 9 月25 日 に 行 い
､ 収量調- *

J i は枚数計算法とfF

刈 り法 で10 a 当り収蒐を求め た
｡

1l . 2 c 札 葉赦ヨ. 5 で稚苗として は禁令が進

ん で い た｡ L P 肥料を育苗希に施用した区
で ほLPSSl 00 苗重曹草丈､ 14 c 乳 業赦4 . 7 と中
貰以上 に 生育した. LPl 00 貰とLPS100 首は

草丈か10 c m に満たなか っ たカす移植作業に支

障ほなく､
また

､ 某数も4 前後で 良質嘗主こ

生育した｡

生育草丈は義 一 3 と図 - 2 に 示した が
､

夢埴後21 日 の 5 月30 日 で は無肥料区が やや

低( ､ 生育後期まで低く推移した o

無肥料区以外の区では生育期食掛 こお い

て大きな差はなく, 最大草丈11 k m 以内で

コ シ ヒ カ リ の 草丈として は簿全な立毛状態
で 収穫期 に 至 っ た｡

くヨ) 茎数の推移

茎数の推移を表 - 4 と図3 に 示したが
､ 最高分をヂつ

期 の 6 月下旬では慣行区で33 . 9 本とやや多目 であ っ た

の に対してLPSS 区とLPl(冶区で は27 . 1 - 28 . 4 奉 で試食

区全体の な か で は平均的であ っ た｡ 最も少な い の が
､

無B巴料区で24 , 4 本 であ っ たo

義一

2 移植時の 苗質調査

慣行酋 L P1 00 酋 LP Sl 00 酋 LP SS 100有

草丈くc m) ll . 2 9 . 6 9 . 5 EEZE]
葉数 3 . 5 ラ. 8 4 . 2 4 . 7

-
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蓑-

ヨ 水稲草丈の堆移
有効叢歩合は無肥料

区 か82 . 4 % でLP l(氾区

もa2 % と高か っ た. つ

づ い てL PSSl α〕区 >

硫安区 > 慣行区の 噸

であ っ た｡

月日 LP100区 L P S100区 LP S S1(m区 鞭打区

5/ヨ0 20 . 6 ±0 . 7 20 . 0 ±1 . 1 22 . 1 ±1 . 1 19 . 1 ±0 . 4 18 . 5 士0 . 5 2 1 . l 土0 . 5
事

6/24 42 . 9 ±0 . ヨ 42 . 9 ±0 . 4 4 2 , 6 ±0 . 7 4ヨ. 9 ±0 . 8 40 . 3 土0 . 7 4 5 . 9 土0 . 8

7/22 71 . 6.±1 . 1 70 . 9 ±0 . 6 70 . 5 ±1 . 2 71 . 0 土1 . 0 ら4 . 8 ±0 . 9 72 . 5 土1 . 5

8/20 108 _ 2 ±1 . 6 104 . 0 士1 . 3 1 紘 . 1 士0 . 1 112 . o 女l . 2 iO4 . 2 士1 . 2 ill . 3 土0 . 4

叔斬 188 . 8 ±1 . 6 loョ. 4 ±1 . 5 loョ. 8 土1 . 3 189 . 9 土1 . 3 1O2 . 3 ±1 . 3 1 08 . 7 土0 . 5

真一4 水稲茎数 の堆移

LP1(氾区 LP SS 1(泊区 ?...
ノ

. ち 泰把持区 甘行区

5/30 4 . 8 ±0 . 1 5 . う ±0 . 4 5 . 6 ±0 . 2 5 . 1 士0 . 1 4 . 8 ±0 . 2 4 . 8 土0 . 4
6/24 28 . 4 ±0 . 2 2 9 . 8 ±2 . 6 Z7 . 1 土0 . 3 29 . 9 土0 . 9 24 . 4 ±1 . 4 うぅ. 9 ±1 . 4
7/22 節 . 1 士0 . 7 27 . 4 士1 . 0 2 5 . 7 ±0 . 3 28 . 2 土0 . 5 2ヨ. 3 士0 . 5 ヨ0 . 6 土0 . 6

8/20 23 . 5 ±0 . ヨ 22 . 6 ±0 . 6 21 . 1 ±0 . 5 22
, 3 ±0 . 6 19 . 5 士0 . 1 22 . O よo . 4

ど:.
I

.

上 23 . 4 ±0 . 3 22 . 7 ±0 . 7 21 . ヨ ±0 . 6 22 . 3 ±0 . 6 20 . 1 ±0 . 4 21 . 8 ±0 . 4

, 鵜歩合( Ⅹ) 82 . 0 76 . 2 78 . 6 74 . 6 82 . 4 64 . 3

水稲葉色の擾渉

生育相的時期 月 日 LP1 00 区

生育初期( 柵え舵l8) 5′包o 34 . 6 士0 . 6

最高分げ つ 期 6/24 ∋7 .8 土0 . 8

穂肥時期( 雌l那削 7/22 ヨ0 . 0 士0 . 5

30 . l 上o . 4穂掻 い 耕( 渦12日)

L 円1( 氾区 LPS S1 α)区

33 . I +
_ O . 6

38 . 8 ±0 . 5

29 . 3 土0 . 4

29 . 1 ±0 . 〕

〕ヨ. 8 tO . 8

3 8 . 0 士0 . 2

28 . 0 ±0 . 2

29 . 7 ±0 . 2

捷掛川I NOL T A -

S P AD i O2を射た

(4)葉色 の 推移
表 - 5 と図 4 に葉色 の 推移を示した. それ に よると

生育初期 で は各区ともほぼ同様な健であ っ た
8 移植後

46 日目 にあたる最高分げ つ 朔 で は硫安区 が最も轟か っ

た
c そ の 他 の 区 に お い て も生育期間中 で 一

番漉 い 値 を

0

0

0

∩
U

L

D

L

n

4

3

(

%

蔓
ヨ

豊
栄

璽
毒

針

∩
∪

0

2

ー

33 . I iO . 3

40 . 1 土0 . 7

28 . 0 ±0 . 2

∋5 . 8 士0 . 7

ヨ2 . l 上o . 3

〕7 . 4 ±0 . 1

2 5 . 8 j:0 . 4

ヨ4 . ヨ ±0 . 7

ヨ9 . 0 ±0 . 3

28 . 1 ±0 . 5

ヨ0 .O とO . 2

哀 した. 移権後73 日目 の 怒肥時期で は無肥料区が極め
て淡か っ た｡ 移植後102 日目9) 穂揃 い 細で は硫安区と
無配料区で特に濃か っ た がLP 肥料の 各区は頒行区と ほ

ぼ 同様な漉さ で あ っ た.

新通農場 に おける各種被擾月巴料の 予測窒素溶出率
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求 -

6

試 験 区 概数/ 株 籾数/ 穂 稔実歩合 豊熟酵合 籾 ワ ラ比 千 枚 重 玄米収量 呼 称 こよる玄米
KZl (a) ( Ⅹ) ( ‡) f 苫) ( k s/i O a) 収量竜郷 五O aき.

L P 1 00区 2∋ー 7 a 70 . ∋a b 92 . 1 a 86 . 2 a i . 08b 6 認 _ 1 a22 . 9 c 638 _ 6 a c b

L P S 10 0区 2 2 _ 3 a 7 1 . 尽a b 91 _ 6 a 86 . 2 a 1 . 0 4 k 22 . 6 c 59 7 . 如 e 5 49 . 3

L P S S 100区 2 1 . T a b 69 . 5 a 91 . 2 a 85 . 5 a 1 . 08b 22 . 7 c 56 5 . ヰa c e 5!万一3 ぬ

硫 安 区 21 . ∋a b 7 3 . 8 a 91 . 5 a 87 . 4 a 1 . 12 a b 2 4 . 5 a 66 5 . 8 ab 539 . 0

無月巴科区 19 . うb 7ヨ. 2 a 9 2 . 7 a 89 . 2 a 1 . 19 a 24 . 6 a 602 . 9 a
:

; ;

ウ㌻

…

. .
;. I

.

慣 行 区 21 . O a b 6う. 6 b 9l . l a 呂6 . 2 a 1 . ll a b 23 _ 5 b. 5 77 + S a c 瓢 & a b
蔓

淡 親格密度 : 1 m
之

当り19 . 43 株 ※ 調査 … 区当り10 株3 反復 浅黄抑 k77 ベ
, はF ン船艦( 繋∋にょる

( 5) 収監 と 収 量構鹿要素

収量 お よ び 収量構成要素 の 調査結果を義 一 6 に 示 し

たo IO a 当 り収量iま鞄数計算法と坪刈法 に より求め た

が
､ 硫安区 の 収量は粗放計算法 で665 . 8 kg と 最も多収

で あ っ た が 坪 刈法と の 間 で 見 る と大きな差が 生じたo

L P I OO 区 で は い ずれ の 計算法 で もお よそ637k g と 多収 で

あ っ た¢
つ づ い て無肥料区でも600 kg 以上 の 或頼を放

したQ そ の 他 の 区 で は549 k g
- 597 . 9 k 名と コ シ ヒカ 1) の

収鹿と して は安定して い たo

L P I O() 区 の 多収要因 と して は穂政経騒 が 考えられ
､

硫安区と搬肥料区 で ほ党熱砂合と千枚麓 の 成耗が起因

したも の と思われる｡

1 穂籾数 で は慣行区 が6ヨ. 6 捜に とどまり
一 一

番少なか っ

た｡ 稔実歩合は会読教区 で90 % i;1 上 , 萱熟歩合も85 %

以 上と高 か っ た｡ 籾 ワ ラ此は硫安区と無肥料区 で 健全

な数 鮭を示 した｡

坪別 に よ る10 a あた り玄米収量はLPIOO 区カー63B _ 1 k &

挽 い て 無 肥料区 ; 6三石. 7 k s > LP SS 区 ; 5 艶 3 k g >

供行区 : 5 8 6 . 8 k g > L PS I OO 区 ; 5 49 . 3 k & > 硫安区

;5ヨ9 . 8k g で あ っ た.

4
. 考察

新通農場 に お ける地温測定 の 結果を図 - 2 に 示 した

が
､

それ に よると
､

4 月の膏蔑期間で は被覆材に よる

保温効果 の ため地温ほ比椴的安定して い た こ とが伺え

る
｡

5 月 の 移植時期は低温傾向 に あり､ 中旬まで 耗 い

I
,

lの 王 ▼ .
1^( こ占! すも rJ

'

王の 平仰IJ

た ｡ 地 温は 7 月 の 中旬 でようや く2 0℃ 汲_ とに なり_ 安

定 し て きた
｡

7 月下旬 か ら 8 月中旬に 滋ゝ毒すて は2 5℃ 前

後 で 推移 した B こ の ような気検束件 の な惑ゝ

で 各種 のL㌘

コ -

トの 窒素溶出が水凝 コ シ ヒ カl) に ど の よう に影響

する の か
､

土壌学教室より窒素溶出率を予測値 と して

粥 ペ て 噴 い た
c その 結果､

LPI O O は 4 月i3 日 の 監頻発

家後100 日 でら6 _ 5 % ､ 生育期開 5 ケ月園で轟7 . 9 % で あ

っ たo
こ れ に 対してLP SS は肥効果現が90 E 遅くな ･? ､

7 月I1 日 であ っ たo しか し､ 発現後は労 8 日で別 . 貯%

b 3t] 複 で7 1 . 3 % の の 予測溶出車に なり , 音容出速度の 性

質 に 大きな違 い が あ っ た｡ 葉色の 濃淡は至芸燕麦や 窒

薫溶出速度との 関連性か産めて 深 い こ とか ら､ 栽培技

術 の うえで大きな目安に な っ て い る｡
コ シ ヒ が) の 儀

行栽培 で は畠憩訊 目 前で去′i lぎ測定佐3i が安定的で ある

と言 わ れて い る こ と か ら､ 奉 納 にお ける成凍の なか

で はLP IO O 区 の 葉色 と窒素溶出干満 が最も望ま し い と

考える o 永覇に と っ て の 好気象条件iま亀城や品 種 に よ

っ て違 い が あ る と考える が
､ 当附属農場 の 土性 の も と

で の コ シ ヒカ 1) 栽培に は19 9 6年 の 気象条件 が
.
LPI O8 監

科 の 窒素溶出に 適当 で あっ た と言える｡

以上 の こ とか ら､ L P肥料を育苗寒中に全景元肥 と L

て 施肥する方法は 枕 効果 か あり､
環境に度しい 農業

と して ー ひ と つ の 考え方を示 唆 して い る
｡

し か し､ 実

際 に連年施用を掛ナた場合 に ほ地力減逢も懸念される

こ と か ら
ー

1 野7 年度に お い て更 に ー 複故品 種を用 い
､

実規模面積で 地力式紫を行 っ て み た い
｡

-
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